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	 層状ペロブスカイト型 Ni 酸化物 La2-xSrxNiO4+δ (LSNO)は La2-x(Ba,Sr)xCuO4 (LBCO, 
LSCO)など高温超伝導と電荷/スピン秩序の関連性を調べる上でその性質解明が重要視
されている。これまで、Ni K端を用いた角度分解共鳴非弾性 X線散乱(RIXS)によって電
荷励起の運動量-エネルギー分散およびその温度依存性が調べられている[1,2]。しかし、
弾性散乱強度が非常に強く、電荷励起の詳細な議論をする上で他の吸収端を用いたRIXS
測定が求められている。本研究は LBCO, LSCO で電荷励起観測に成功している O K 端
RIXS[3]を LSNOに適用し、電荷励起の運動量-エネルギー分散を観測した。 

	 電荷秩序の有無による電荷励起を観測するためホールドープ量 nh (≡ x + 2δ) = 0.1, 0.33
の LSNO に対する酸素 K端角度分解 RIXSを SPring-8 BL07LSUの発光分光エンドステ
ーション HORNETで測定した。図に σ偏光に対する入射エネルギー(hvin) 528.7 eVを用
いた nh = 0.33の酸素 K端 RIXSスペクトルを示す。準粒子励起に対応する 0.5-2.0 eV付
近に特徴的なピーク構造を観測した。これは、光学測定で得られた電荷励起と対応して

おり[4]、その運動量依存性は無視できるほど小さいことから局在性の強い励起だと考え
られる。本発表は nh、温度依存性の結果も示し、LSNOと LBCO, LSCOの電荷秩序の違
いについて議論する。 
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図: σ偏光のhvin = 528.7 eVに対するnh = 0.33の
(a) [π,0], (b) [π,π]方向における酸素K端RIXS
スペクトル。赤の実線は光学測定の結果[5]

を示す。 


